
【経営指標】

算出式

【計画】 【実績】

114.27 113.55 109.58

172.54 173.43 167.35

271.89 267.29 268.48

= 当該年度に更新した管路延長

　÷管路延長×100

22.73= 法定耐用年数を超過した管路延長

　÷管路延長×100

管路更新率（％） 「管路の更新投資・老朽化対策の実施状

況」：当該年度に更新した管路延長の割合を

表しており、管路の更新ペースや状況を把握

できます。

0.33 0.30 0.45

23.66 25.29 27.81

0.45 0.40 0.37

= 有形固定資産減価償却累計額

　÷有形固定資産のうち償却対象

　資産の帳簿価格×100

管路経年化率（％）
「管路の経年化の状況」：法定耐用年数を超

えた管路延長の割合を表しており、管路の老

朽化度合を示しています。

23.74 24.91 26.56

有形固定資産減価償却率（％） 「施設全体の減価償却の状況」：有形固定資

産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度

進んでいるかを表しており、施設の老朽化度

合いを示しています。

52.58 52.22 53.4348.38 48.20 47.72

老朽化の状況

58.8859.55= 一日平均配水量

　÷一日配水能力×100

有収率（％）
「施設の効率性」：施設・設備が対応する水

量のうち、料金収入の対象となった割合を表

しています。

96.44 96.17

施設利用率（％）
「施設の活用度」：施設・設備が一日に対応

可能な処理能力に対して、実際に使われてい

る割合を表しています。

58.43 59.33

95.7795.30= 年間総有収水量

　÷年間総配水量×100

59.19 58.85 58.52

95.40 95.50 95.60

= 経常費用－（受託工事費＋材料及び

　不用品売却原価＋附帯事業費）

　－長期前受金戻入÷年間総有収水量

= 企業債現在高合計

　÷給水収益×100

料金回収率（％）
「料金水準の適切性」：水道料金で回収すべ

き経費を、どの程度賄えているかを表してお

り、100%以上が望ましいとされています。

120.56 112.35 100.26111.08

= 給水単価÷給水原価×100

110.78 110.06 105.73

145.33 146.28 152.27

経営指標

経営の健全性・効率性

経常収支比率（％） 「経常損益」：料金収入や一般会計からの繰

入金等の総収益で、総費用に地方債償還金を

加えた費用をどの程度賄えているかを表しま

す。

124.79 116.18

流動比率（％）
「支払能力」：１年以内に支払うべき債務に

対して支払うことができる現金等がどの程度

あるかを表します。

207.32 184.77
= 流動資産÷流動負債×100

企業債残高対給水収益比率（％）
「債務残高」：料金収入に対する企業債残高

の割合であり、企業債残高の規模を表しま

す。

263.64 258.36

　 指標の分類

指標の意味 R3年度末 R4年度末 R5年度末

104.98114.57
= 経常収益額÷経常費用額×100

R6年度末

204.57129.34

265.77275.29

給水原価（円）
「費用の効率性」：有収水量１㎥あたりにつ

いて、どれだけの費用がかかっているかを表

しています。

130.28 140.20 157.25

R3年度末

48.45

108.93

185.97

264.90

101.95

155.08

59.46

94.92

54.08

144.42

0.53

28.85

0.22

R4年度末 R5年度末 R6年度末
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